
令和元年9月

京浜港湾事務所

工 事 名

工 期

施工会社

工事内容

●本工事の施工記録

●進捗状況・お知らせ

横浜港南本牧ふ頭地区国際海上コンテナターミナル整備事業 工事レポート

横浜港南本牧地区コンテナヤード整備工事（その２）

平成31年 4月15日 ～ 令和 2年 3月23日

五洋・みらい特定建設工事共同企業体

MC4のコンテナヤードを整備するため、土工、排水構造
物工、配電設備工等を施工します。

調査ボーリングが終わり、９月からは載荷盛土撤去作業を行っています。
また工場においてPPC版の製作、照明鉄塔の製作を随時行っています。

横浜港南本牧ふ頭地区国際海上コンテナターミナル整備事業
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岸壁（水深18m）（耐震）
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横浜港南本牧地区コンテナヤード整備工事（その２）

五洋建設株式会社

横浜港南本牧ふ頭地区国際海上コンテナターミナル整備事業 工事レポート

京浜港湾事務所

加藤 海友（23歳／入社 1年目）
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調査ボーリング

施工状況

工事への想い

私は、本年度入社し初めての現場がこのコンテナヤードの整備

工事です。

最初この現場を見たとき、あまりの現場の広さと重機の多さにと

ても驚きました。まだ、実際に現場が始まって少ししか経っていま

せんが上司の方々、作業員の方々と話をしていると、私の中に

なかった考え方や発想があり、驚きと共に広い視野で物事を見

る大切さを日々感じています。

この工事を通して私自身のレベルアップを図り、安心安全なコン

テナヤードの施工に少しでも力になれるように日々精進したいと

思います。

担当技術者紹介

調査ボーリング 載荷盛土撤去 載荷盛土運搬・荷降


